
  

  

  

 

 

資源回収 ご協力ありがとうございました 

５月９日（土）、朝から小雨が降る天候でしたが、時々青空や日差しも見られたため、保護者

の皆様や地域の方々のご協力のもと、資源回収を実施しました。今年度も葉山中生が力を入れ

て取り組もうとしているものに「ボランティア」があります。今回の資源回収を通して、資源の

有効活用であるリサイクルについて考えたり、地域との交流を図りつつ回収作業に取り組んだ

りしながら、ボランティア活動について生徒一人ひとりが学んだことと思います。 

 昨年度より全校生の数も減少し、資源回収については、

保護者の皆様や地域の方々からのご支援やご協力をいた

だかなければ取り組むことが難しい活動となっておりま

す。早朝からご協力くださいまして、誠にありがとうござ

いました。これからも葉山中の教育活動に対するご理解並

びにご支援の程、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

令和８年度 葉山中生徒総会開催  

５月７日（木）に生徒総会を開催しました。今年度の委

員会として目指す学校像（委員会としての目標）や日常活

動、月別活動計画等について提案し、話し合いを行いまし

た。総会では質問の他に、意見などが出され議論が行われ

たり、１年生は初めての生徒会総会でしたが、たくさん質

問を出したりする姿が見られました。今年度の生徒会スロ

ーガンである「Happy Bloom ～今、この瞬間に輝きを

～」のもと、大いに取り組んでいってほしいと思います。

私からは、さらに葉山中をより良くしていくためにも、生

徒会活動は受け身ではなく主体的に取り組んでいくこと、また、昨年度と同じように取り組む

のではなく、新しいことにチャレンジしながらマンネリにならないこと等を話したところです。 

 

「Happy  Bloom  ～ 今、この瞬間に輝きを ～」 
このスローガンをもとに、生徒会全員で協力し、月別活動、日常活動などを通して、生徒全員

を巻き込みながら、様々な行事に取り組んでいきます。一人ひとりの個性を開花させ、互いに

認め合えるような学校をつくり上げ、全員が自分らしく輝ける学校をつくり上げていきます。

生徒会へのご協力よろしくお願いします。 (生徒会三役会より)                        
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雨の中粘り強く頑張った!! 

令和８年度 北村山地区中学校長距離記録会 兼  

山形県中学校駅伝競走大会北村山地区選考会 
５月１日（金）、あいにくの雨でしたが、天童市の ND

ソフトスタジアムを会場として、県中駅伝大会の選考

会を兼ねた長距離記録会が行われました。本大会に葉

山中学校からは、男子チームと個人として女子３選手

が出場しました。悪天候のもと、どの選手も最後まで

粘り強く走り切りました。大会の結果については、次

のとおりになります。皆様からの温かいご声援等あり

がとうございました。 

【 大会結果 】 

・男子チーム  総合第７位 

・女子個人   女子２０００ｍ 第６位 大室 心咲さん  

 

山響 ユアタウンコンサート吹奏楽部の共演 
５月１７日（日）、山形交響楽団と地元合唱団・吹奏楽団の

共演であるユアタウンコンサート村山講演が村山市民会館で

開催されました。このコンサートに本校吹奏楽部の生徒も参

加し、共演しました。曲目は、ヴェルディの歌劇「アイーダ」

より第 2 幕 “凱旋行進曲”で、プロの方と一緒に素晴らし

い演奏を披露しました。また、第５８回パガニーニ国際ヴァ

イオリンコンクール第２位 吉本梨乃氏の世界最高級の弦楽器、ストラディヴァリウスによる演

奏も大変素晴らしかったです。なお、吹奏楽部の生徒の皆さんの感想は次のとおりです。 

♪３年 松田悠路さん（部長 Fl.）：プロの演奏を間近で聴いて、自分たちがさらによくできる

ために、どんなことをすればいいのかを、学べる良い機会になりました。これからもこの経

験を忘れず、自分の音を追求していきたいです。 

♪３年 後藤大晟さん（副部長 Perc.<Cymb.>）：阪先生と山形交響楽団さんと最初の音がずれ

てしまったけど、何とか持ち直してできたので良かったです。とても楽しかったです。 

♪3 年 笹原浩志さん（Tub.）：山形交響楽団さんとの共演は、プロの方の音を聴きながら、楽

しんで演奏することができ、とてもいい機会になりました。 

♪3 年 松田悠誠さん（Perc. <Bass.Drum>）：山形交響楽団さんとの本番の演奏は、少し間違

えたところがあったけど、貴重な体験ができたので、とても嬉しかったです。 

♪２年 杉原 直さん（Cl.）：山形交響楽団さんとの共演の時、普段の自分たちの演奏と比べて、

音の重なりをより考えながら演奏することを心がけました。とても楽しかったです。 

♪２年 石川采音さん（Euph.）：山形交響楽団さんとの共演では、アクセントや強弱等、レッ

スンで学んだことをいかして演奏ができ、良い音が聴けたので、とても良かったです。 


